
 

Ⅰ 食と緑の尾張地域レポート 作成の趣旨 
 

愛知県は、将来にわたって、安全で良質な食料等の安定的な供給の確保とその適切な消

費及び利用、農地や森林等の有する多面的機能の発揮による安全で良好な生活環境の確保

が図られることを基本理念とする「食と緑が支える県民の豊かな暮らしづくり条例」を  

2004 年(平成 16 年)４月に施行しました。 

この条例に基づき、食と緑が支える県民の豊かな暮らしづくりに関する施策の総合的か

つ計画的な推進を図るため、2005 年(平成 17 年)２月に「食と緑の基本計画」を策定し、

以降５年毎に計画の見直しを行っています。 

 

尾張農林水産事務所では、県全体を対象とした「食と緑の基本計画 2020」に即して、地

域の特色や課題を踏まえた実践計画として、2016 年(平成 28 年)３月に「食と緑の基本計

画 2020 尾張地域推進プラン」を策定し、地域推進プランに即した施策を推進してまいりま

した。 

 

この地域レポートは、2020年度(令和２年度)に実施した重点プロジェクトの取組事例等

を取りまとめるとともに、「食と緑の基本計画2020尾張地域推進プラン」の最終年度におけ

る施策目標の達成状況を評価したものです。 

 

 

 

 
 

 「食」と「緑」ということばが持つイメージは、人によって様々ですが、「食と緑の基本計画 2020」 
を始め、このレポートにおいては、「食」は、食べ物や食⽣活などを、「緑」は、森林、農地及び⽊材や 
花など森林や農地で⽣産される物などを象徴することばとして使っています。 

   なお、海や川については、食料となる⽔産物を⽣産する場所であることから、「緑」の中に含めてい 
 ます。 

食と緑とは 
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Ⅱ 尾張地域推進プラン体系 

    

                       策定年月 ： 2016 年(平成 28 年)3 月 

                       目標年度 ： 2020 年度(令和 2 年度) 

 

 

     

 
 

（１）本県の強みを生かした技術による品質や生産性の向上 

（２）マーケットインの視点に立った生産・流通の改善と需要の拡大 

（３）意欲ある人が活躍できる農業の実現 

 （４）食品の安全・安心の確保と環境への配慮 

 

 

 

（１）農林水産業を理解し身近に感じる活動の推進 

 （２）食育の推進による健全な食生活の実践 

 

 

 

      （１）災害に強く安全で快適な生活環境の確保 

（２）森林・農地・漁場の有する多面的機能の発揮 

（３）農林水産業を核とした元気な地域づくり 
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２ 農林水産業への理解の促進と食料等の適切な消費の実践
 

３ 自然災害に強く緑と水に恵まれた生活環境の確保と元気な地域づくり
 

１ 競争力の高い農林水産業の展開による食料等の安定的な供給の確保
 

尾張地域推進プラン体系 

〇食と緑が支える県民の豊かな暮らしの実現にむけて、３つの施策のもとに、９の項目を

設けて体系化し、計画的に取組を進めています 
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